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2  新しい博覧会へ

（1）「デザイン」を分かり易く

【９】 世界デザイン博覧会…名古屋を変えたもの

1  難しかった計画
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（2）パーク・アンド・シャトル
　方式

図２　三会場のデザインモチーフ

会　場 テーマ 　デザインモチーフ ＜仮設性 ・ 対比性＞
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図３　デザイン博の輸送は、パーク＆シャトル方式がとられた
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紀行

（3）新しい「都市型博覧会」

3  　　 白鳥会場付近

… 国際会議場と白鳥公園 …

〈北側から〉

図４　デザイン博の白鳥会場
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〈南側へ〉

中央市場の南門付近は、
博覧会ではバスターミナルだった

国際会議場のアトリウム。
この左右がテーマ館だった

国際会議場は拡張されて、
正面にはレストランがつくられた

会場の中心部。
シンボルツリーの向こうに５本の「創造の柱」が

東ゲートへの橋から会場と水上バス乗り場が見える

国際ゾーンへの道。
ただし現在は、ゾーン部分はマンションに
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 4  デザイン都市

南からながめた太夫堀。
左は、名古屋学院大学

白鳥庭園。
清羽亭はＶＩＰの接遇等に使われた


